
令和 5年度 自己評価・学校関係者評価報告書 

学校法人聖ヨゼフ学園 認定こども園 聖ヨゼフ幼稚園 

1． 本園の教育目標 

キリスト教の精神を幼児の人格形成の基本目標とする。ありのままの自分が受け入れられ、かけがえのない存在として大切にされることにより、感謝する心・思いやりの心・祈る心を 

育てる。 

2． 本年度の重点的に取り組む目標・計画 

① 元気な子ども（心と体を十分に使い主体的に生きる力を育む） ②言葉による伝え合い ③元気な子ども応援団 

   【3-5 歳児】 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



   【1-2 歳児】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4． 幼稚園評価の具体的な目標の総合的な評価結果                   評価 A：達成している B：一部達成している C：一部改善を要する D：改善を要する 

評価 理由 

A 

子どもたちが主体的に活動に参加できるような人的・物的な環境づくりを行うことで、自分のやりたいことに向かって精一杯活動に参加することができ、充実感や達成

感や喜びをもって、園生活を送ることができた。また、新しい取り組みで保護者や地域との連携を豊かに図ることで、子どもたちの成長を共に喜び実感することができ

た。 

 

5． 今後取り組む課題 

課題 具体的な取り組み方法 

繰り返しの場 
子どもたちが経験したことについて十分な満足感や達成感を感じられるために、心ゆくまで十分に体験を繰り返すことのできる機会がもてるよう、保育計

画及び内容を見直していく。 

時間の確保 
職員間での情報の共有がもっと豊かに図ることができるよう、時間の確保をどのように行うのか、またどのような方法で情報共有ができるのかを職員全体

で考え、工夫する。 

 

 

 



6． 学校関係者評価委員会の評価 

・パパママ先生では、保育の在り方を保護者の方々に見てもらうだけでなく、キャリア教育にもつながり、子どもたちにとっても良い取り組みとなった 

・各行事は、子どもたちのためにあるものであって、なんのためにするのか、子どもたちのなにを育てるための行事なのかという、教育の本質について保育教諭自身がしっかり考え 

 認識しておくことが大切 

・言葉の表現の育ちは見えたが、個人差があるため、表現ができない子への個別の配慮も必要 

・子どもたちの主体性を大切にする保育はとても時間がかかり、保育教諭が大変だとは思うが、子どもたちが今の時期にしか体験できないことでもあるので今後も大切にしてほしい 

・青山市民センターと交流を図り、地域とのつながりを強めていく 

 （お茶や折り紙や手芸や野菜作りなど、継続できること、園とセンターが共通してできることを行うのが良いのではないか） 

・保護者アンケートを保護者へフィードバックすることで、幼児教育や園への理解も深まる 
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委員会実施日 令和 6年 3 月 22 日 


